
保育のお仕事

しませんか？

奈良で特集 2

　県では、保育サービスの拡充を進める中、保育人材の確保が課題
となっています。中でも保育の仕事に就いていない有資格者（潜在
保育士）の就職が重要と考え、「奈良県保育人材バンク」で保育士や
放課後児童支援員などと保育施設や放課後児童クラブとのマッチ
ングを支援しています。
　また、令和6年3月に保育の実践に役立つ情報を掲載した「奈良っ
子はぐくみワークブック『ひとたね』」を制作。今年度から民間保育施
設で働く保育士の給与アップ支援や、保育施設などで働く人向けの
相談窓口の開設など、保育人材の確保・定着に取り組んでいます。

　「
奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
」は
、保
育
施
設
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
と
、

人
材
が
必
要
な
求
人
施
設
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
無
料
で
支
援
し
ま
す
。ま
ず
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
に
お
任
せ
！

保
育
施
設
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
就
職
は

就職支援コーディネーター
池田 紀子さん

キャリアアドバイザー
村上 晃子さん

　
多
数
の
マ
ッ
チ
ン
グ
実

績
を
も
つ
担
当
者
が
、求

職
者
の
希
望
に
合
っ
た
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

初
め
て
の
就
職
、異
業
種
か
ら
の
転
職
、ブ
ラ
ン

ク
を
経
た
復
職
や
定
年
退
職
後
の
復
職
な
ど
、

十
人
十
色
の
状
況
や
悩
み
な
ど
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、メ
ー
ル
や
電
話
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。年
2
回
の
就
職
フ
ェ
ア
や
、保

育
士
資
格
が
な
い
方
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
よ
り
新
た
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、求
職
者

の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
。面
接
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
模
擬
面
接
は
も
ち
ろ
ん
、見
学
や
面

接
の
同
行
も
担
っ
て
い
ま
す
。求
職
者
か
ら
伝

え
づ
ら
い
質
問
や
希
望
に
関
し
て
は
、私
た
ち

が
代
わ
り
に
施
設
側
に
伝
え
、双
方
に
と
っ
て

よ
り
有
意
義
な
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。履
歴
書
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
や
面
接
時
の
想

定
問
答
な
ど
で
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登録から就職までの流れ

採
用

就
職
後
相
談

相
談コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

希
望
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

相
談
や
お
悩
み
に
対
応
し

条
件
に
合
う
職
場
を
探
し
ま
す
。

紹
介面

接
の
日
程
調
整
を

行
い
ま
す
。　

面
接キ

ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

面
接
の
準
備
や
模
擬
面
接
の
ほ
か

実
際
の
面
接
に
同
行
し
た

サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

就
職
後
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

施
設
見
学
／
職
場
体
験

　
　
　
　
　  （
希
望
者
の
み
）

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
、

働
く
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

バ
ン
ク
に
登
録

来
所
や
電
話
、

下
記
H
P
か
ら

行
え
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

し
っ
か
り
寄
り
添
い
ま
す

面
接
の
こ
と
は

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

お
任
せ
く
だ
さ
い

すべて無料

放課後児童クラブ

登録

☎0744‐29‐0160
1橿原市大久保町320-11

HPはこちら
奈良県保育人材バンク
（平日9時～17時）
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4県こども保育課　☎0742‐27‐8733　60742‐27‐2023

保育現場で働く皆さん、
保育現場における困りごとはありませんか？ 
これから保育現場で働こうと考えている皆さん、
就職について不安や悩みはありませんか？
県ではそんな皆さんに寄り添うため、SNS（LINE）
を利用した相談窓口を新しく開設しました。
経験豊富な専門家が対応しますので、気軽に
ご相談ください。

　
県
で
は
、就
学
前
の
子
ど
も
の
は
ぐ
く
み
を
推
進
す
る

た
め「
自
然
保
育
」「
食
育
」「
芸
術
」を
テ
ー
マ
と
し
た
、

日
々
の
保
育
の
実
践
に
役
立
つ「
奈
良
っ
子
は
ぐ
く
み

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク『
ひ
と
た
ね
』」を
制
作
し
ま
し
た
。

　
以
前
は
他
業
界
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

保
育
士
の
資
格
を
生
か
し
た
い
と
考
え
、信

頼
で
き
る
県
の
事
業
で
あ
る
バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
し
た
。業
界
未
経
験
で
、体
調
面
に

も
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、思
い

き
っ
て
バ
ン
ク
に
直
接
伺
っ
て
み

る
と
、優
し
い
雰
囲
気
の
担
当
者

が
不
安
や
希
望
条
件
を
丁
寧
に

聞
い
て
く
だ
さ
り
、と
て
も
安
心

し
ま
し
た
。施
設
見
学
の
後
は
必

ず
電
話
を
く
だ
さ
っ
た
の
も
心
強

か
っ
た
で
す
。

　
保
育
士
と
し
て
、ま
た
正
社
員
と
し
て
働
く
の
も
今

回
が
初
め
て
。バ
ン
ク
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、少

し
前
の
自
分
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、今
は
職
場

環
境
や
上
司
、同
僚
に
恵
ま
れ
て
毎
日
充
実
し
て
い
ま

す
。か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
な
が

ら
、今
後
も
こ
の
園
で
保
育
士
を
続
け
た
い
で
す
。

　
保
育
士
不
足
が
社
会
問
題
と

な
り
、当
園
も
人
材
確
保
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
奈

良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク
」を
他
施
設
よ
り

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。バ
ン
ク
の
担
当
者

が
来
園
さ
れ
た
際
の
親
身
な
説
明
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
感
銘
を
受
け
、登
録
す
る
こ
と

に
。今
も
当
園
を
含
め
た
保
育
現

場
に
よ
く
足
を
運
ば
れ
て
い
て
、

業
界
の
現
状
な
ど
も
共
有
し
て

く
れ
ま
す
。そ
し
て
何
よ
り
、園

の
方
針
や
雰
囲
気
に
マ
ッ
チ
す

る
人
材
を
紹
介
し
て
も
ら
い
感

謝
し
て
い
ま
す
。潜
在
保
育
士

だ
っ
た
更
谷
先
生
も
、4
月
か
ら
ク

ラ
ス
担
任
と
な
り
保
育
士
と
し
て
ぐ
ん
ぐ

ん
成
長
中
。「
少
人
数
制
で
じ
っ
く
り
と
子

ど
も
に
向
き
合
い
た
い
」と
の
更
谷
先
生
の

思
い
や
能
力
が
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
当
園
で

生
か
せ
る
と
見
抜
き
、紹
介
い
た
だ
い
た
と

思
い
ま
す
。

さわやか保育園 保育士
更谷 ほたる さん

さわやか保育園 園長
吉田 由香 さん

更谷
さん

吉田
園長

奈
良
県
保
育
人
材
バ
ン
ク

利
用
者
の
声
を
紹
介

就職活動って
どうやったら
いいんだろう

責任ある
仕事で
しんどい

子どもに
寄り添うのって
むずかしいな

人間関係が
うまくいかない

     就労に関すること、
保育現場における不安や悩み
ご相談ください

保育の実践に
役立つ 奈良っ子はぐくみワークブック 『ひとたね』

あなたの保育が「はじまりの『ひとたね』」になる。

123
「
自
然
保
育
」「
食
育
」「
芸
術
」の
3
つ
の
テ
ー
マ
を

通
し
て“

子
ど
も
が
自
由
に
考
え
、表
現
で
き
る”

た
め
の
保
育
者
の
関
わ
り
方
の
紹
介

保
育
者
が
継
続
し
て
自
ら
の
保
育
を
見
つ
め
な
お
す

こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク

奈
良
県
ら
し
さ
を
反
映
し
た
、保
育
者
に
と
っ
て

親
し
み
や
す
い
こ
だ
わ
り
の
デ
ザ
イ
ン

『ひとたね』の
ダウンロードは
こちら
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4つのSTEPで構成されています。
読み進めながら、「固定観念を見つめなおす」「新たな視点に出合う」「保育の可能性を

探究する」「はぐくみを実践する」というステップを一段ずつ上ってもらえるよう、冊子の内

容を構成しています。

本書の流れ

はぐくみマインドをセットして
固定観念を見つめなおす。
いのちのめぐりの観点から改めて保育を捉えなお
し、どのような保育の可能性があるのかを自らに問
い、考えていく大前提として、はぐくみマインドを取
り入れてみましょう。

STEP 1

STEP 2

STEP 3

STEP 4

保育者の
「はぐクミ」です。

はぐくみメガネで
新たな視点に出合う。
固定観念を見つめなおしたら、次は新たな視点に
出合いましょう。「子どもの姿」「保育者の多様性」
「環境の設定」という3つのフレーム(視点)が、保
育の可能性を広げてくれるはずです。

さまざまなアプローチから
はぐくみを実践する。
保育のサイクルを意識した時間の使い方や質を
高める振り返りの仕方、保育者同士の情報共有、
チームづくりなど、より良いはぐくみを実践するた
めのさまざまなアプローチをご紹介します。

テーマごとのエピソードから
保育の可能性を探究する。
「自然保育」「食育」「芸術」というテーマごとに、日
常のなかで新たな保育が発想されるエピソードを
紹介。有識者によるQ&Aも交えて、あなたの保育
の可能性を探究していきましょう。

相談日時
●火曜・木曜
　18時～21時30分
●日曜
　13時～16時30分
※祝日・年末年始は除く
※受付は終了の30分前まで

相談窓口は
こちら
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